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  兵庫県三田市立狭間中学校の３年生１４３名を対象に、「朝学習」の 10 分間 68 回と
補完的に普段の授業で 10 分間の多読学習を６回行った。  
（２）調査時期  
   ２０１４年７月～２０１５年 1 月中旬  
（３）教材  
2014 年 7 月から 2015 年 1 月中旬まで市販の多読教材「読みトレ 100 ビル君が見
た日本」（浜島書店 2013）と「入試長文ドリル」（正進社 2013）を朝学習 10 分で用い、
普段の授業では 2014 年 11 月から計 6 回 Oxford Reading Tree の絵本を用いた。  





Comprehension Question が一問ある。  
「入試長文ドリル」は 47 都道府県の入試の長文問題の一部抜粋されたもので構成さ
れ、1 項あたり 120 語～200 語程度のあたりの文章である。各項に Comprehension Check
が１つあり、その問いの内容は、内容正誤問題、要約問題、英問英答などさまざまパタ
ーンで問われ、また 1 分間に何語読めたかの記録も出来る。  
Oxford Reading Tree の絵本（資料②）は、イギリスの 80％以上の公立小学校で採
用されている「国語」の教科書で、かわいいキャラクターが登場するユーモアのある「オ
チ」が盛り込まれた短い 8 ページから 36 ページの程度の物語である。Stage１～９まで
レベルに分けられており、English Native Speaker が使う「自然な表現」や未習表現も
あるが絵をヒントに読みすすめられる。各 Stage の難易度は「英語が得意な」中学 3 年
生であれば Stage6～7、「平均的」な生徒たちなら Stage3～5、「苦手」な生徒は Stage3
～1 である。筆者が各 Stage6～12 冊準備し、生徒たちは自分の「英語力」と「（自らが
思う）読みやすさ」をもとに自由に読む本を選んだ。  
（４）研究方法  
「ビル君が見た日本」で Comprehension Question の正答率を前期 25～50 回、1～
24 回目については後述する。後期 51～100 回に分けて生筆者自作の「読みトレシート」
に生徒が記録し、それを提出させた。そしてどう読解力が変容しているかをみるため、
実力テスト（2014 年６月実施と 2014 年 11 月）で初見の長文問題で正誤問題の正解率を
筆者がデータを記録した。  













「ビル君の見た日本」の Comprehension Check の内容は事実発問で、その答えと
なる英文に下線を引くというものである。そこで本研究ではそのような解答の仕方を「情
報の読み取り」と呼ぶ。100 編からなるエッセイで 1 回目から 20 回目までは日本語問わ
れ、21 回目から英語で問われる。ここでは前期データを 26 回目～50 回とし、（1 回目～













 多読を本格的に始める前の 6 月中旬の実力テストの「内容正誤問題」の平均点は各 6






3-3-1 英文を読むことについて  
 「情報の取り出し」で前期が後期より正答率が上がらなかった考察は前述したが、各学期











3-3-2 英語学習に対しての情意面について  
 多読学習が生徒の英語学習の情意面に対して好影響をもたらす先行研究はあるが、本研究
でもそのようになった。対象生徒に 2 年 3 学期時にとった「学習の振り返り」では「英語学
習は好きである、まあまあ好きである」の肯定的回答が 67％、「あまり好きでない、好きで
ない」の回答が 33％であった。多読学習を始めて 1 ヵ月後、3 年 1 学期末のそれは、肯定的









が違うので正解にならない、という事象が多く見られたためであった。例えば 「Q：  
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